
７－１　住居の種類（持ち家・借家等の別）推移

(世帯)

一般世帯総数 持ち家
借家(公営・

民営・給与住宅)
間借り

その他
(住宅以外・不詳)

平成12年 39,031 29,996 8,304 321 410
平成17年 39,486 30,192 8,531 295 468
平成22年 38,860 30,182 8,002 361 315
平成27年 39,198 30,133 8,511 127 427
令和２年 39,263 29,905 8,657 203 498

資料：国勢調査 基準日：各年10月１日
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(世帯) 住居の種類推移

持ち家 借家(公営・民営・給与住宅) 間借り その他(住宅以外・不詳)

住居の種類について、令和２年は、一般世帯39,263世帯のうち、持ち家が29,905世帯、借家が8,657世帯、間借りが203世帯
となっており、持ち家が全体の76％と高い割合になっている。
平成12年と比較すると、平成12年は、一般世帯39,031世帯のうち、持ち家が29,996世帯、借家が8,304世帯、間借りが321世
帯で、持ち家は91世帯減、借家は353世帯増、間借りは118世帯減で、大きな変化は見られないことがわかる。


